
仕訳帳（簡易版）
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別紙：仕訳帳の書き方ガイド

1. 仕訳帳とは

仕訳帳は、日々発生する取引を、発生順に「借方」「貸方」に分けて記録する帳簿です。複式簿記の出発点となる

帳簿で、ここに記帳した内容を勘定科目ごとに転記したものが総勘定元帳です。

2. 借方・貸方の一致（貸借平均の原理）

複式簿記では、1 件の取引につき、借方に記入する金額の合計と、貸方に記入する金額の合計は必ず一致します。こ

れを「貸借平均の原理」と呼びます。本テンプレートの Excel 版には、この一致を自動でチェックする列を用意して

います。一致していない場合は入力ミスの可能性が高いため、金額や科目を見直してください。

3. 総勘定元帳への転記

仕訳帳に記帳した取引は、該当する勘定科目の総勘定元帳に転記します。例えば「現金 200,000 / 売上高 200,000」

という仕訳は、現金の総勘定元帳の借方に 200,000 円、売上高の総勘定元帳の貸方に 200,000 円を、それぞれ記入

します。

4. 55 万円・65 万円の青色申告特別控除との関係

国税庁タックスアンサー No.2072 によると、青色申告特別控除は控除額ごとに要件が違います。55 万円は、正規の

簿記の原則（一般的には複式簿記）で記帳し、その記帳に基づく貸借対照表・損益計算書・所得の金額の計算に関

する明細書を確定申告書に添付して、確定申告期限（翌年 3 月 15 日）までに提出することが要件です。65 万円は、

これに加えて、仕訳帳・総勘定元帳の電子帳簿保存（優良な電子帳簿の要件を満たし、届出書を出す）か、e-Tax に

よる確定申告書・貸借対照表・損益計算書等の送信のどちらかが必要です。どちらにも当たらない青色申告者の控

除は 10 万円です。なお、青色申告者は仕訳帳・総勘定元帳を含む取引に関する帳簿を、閉鎖の日の属する年の翌年

3 月 15 日の翌日から 7 年間保存します（所得税法施行規則 63 条）（No.2072 は 2026 年 10 月 16 日、施行規則は 10

月 12 日に確認）。

本書は一般的な情報提供を目的とするテンプレートです。税務・会計上の助言を構成するものではありません。

1件の取引につき、借方金額の合計と貸方金額の合計は必ず一致します（複式簿記の貸借平均の原理）。


